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敏
潮
害

埋
立
地
突
端
の
海
に
画
し
た
美

術
館
の
立
地
は
全
国
的
に
見
て
も

珍
し
い
。
か
つ
て
は
砂
漠
の
中
の

美
術
館
な
ど
と
陰
口
を
た
た
か
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
が
周
辺
が
徐
々

に
整
備
さ
れ
る
に
つ
れ
て
広
い
空

間
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
か
え
っ

て
憩
い
の
場
に
も
な
っ
て
き
た
。

昨
年
度
か
ら
美
術
館
の
敷
地
に

接
続
し
て
臨
港
公
園
の
造
成
が
は

じ
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
公
園
の
面

積
は
お
よ
そ
二
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
ね
か
り
や
す
く
い
え
ば
横
浜

の
山
下
公
園
の
約
三
倍
、
後
楽
園

球
場
の
二
十
四
倍
の
広
さ
に
相
当

す
る
。
経
済
大
国
日
本
が
西
欧
先

進
国
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
も
の

と
し
て
公
園
、
下
水
道
、
道
路
、

文
化
施
設
な
ど
の
公
共
施
設
の
未

整
備
が
指
摘
さ
れ
る
。
臨
港
公
園

の
中
に
は
広
い
屋
外
ス
テ
ー
ジ
を

中
心
に
し
て
洋
風
の
築
山
、
植
込

の
中
に
遊
歩
道
が
設
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
完
成
年
度
は
昭

和
六
十
年
を
目
途
に
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
で
き
あ
が
れ
ば
、
こ

の
大
公
園
の
核
は
美
術
館
と
な
る
。

海
と
練
を
背
景
と
し
た
美
の
殿

堂
と
な
る
日
が
待
ち
連
し
い
。

(
安
増

順
)
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みる・かたる・つくる=「

ク
ー
ル
ベ
さ
ん
今
日
は

館
長

高
橋

在
久

ジ
ャ
ン
・
デ
ジ
レ
・
ギ
ユ
ス
タ

ー
ヴ
・
ク
ー
ル
ベ
さ
ん
今
日
は
。

私
は
。
み
る
・
か
た
る
・
つ
く
る
」

干
葉
県
立
美
術
館
の
館
長
で
す
。

十
九
世
紀
人
の
あ
な
た
に
は
お
会

い
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
九

八
一
年
春
の
現
在
、
不
思
議
な
因

縁
で
あ
な
た
を
強
く
意
識
し
て
か

ら
半
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
あ
な
た
の
∵
八
五
四
年
の
作

品
に

「
今
日
は
ク
ー
ル
ベ
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
一
枚
の
肖
像
画

群
が
あ
り
、
い
ま
、
あ
な
た
の
友

人
で
後
援
者
だ
っ
た
ブ
リ
ユ
イ
ヤ

ス
ゆ
か
り
の
地
中
海
沿
い
の
大
学

都
市
モ
ン
ペ
リ
エ
に
あ
る
フ
ァ
ー

ブ
ル
美
術
館
に
保
有
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
画
家
と
し
て
の
あ
な
た
の

自
信
あ
ふ
れ
た
明
る
い
色
彩
の
作

品
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
「
今

ギュスタヴ・クールベ「今日はクールベさん」

日
は
ク
ー

ル
ベ
さ
ん
」

で
あ
な
た

を
出
迎
え

た
ブ
リ
ユ

イ
ヤ
ス
の

よ
う
な
心

情
を
抱
き

な
が
ち
、

私
は
あ
な

た
が
十
九

世
紀
フ
ラ

ン
ス
の
、

写
実
主
義

の
代
表
的

な
画
家
だ

と
仰
い
で

い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
岩
波
新
語
の
坂
崎
担

著
「
ク
ー
ル
ベ
」
を
五
年
ほ
ど
前

に
読
ん
で
教
、
え
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
。
私
は
美
術
史
の
門
外
漢
で
し

た
が
七
年
前
に
美
術
館
の
経
営
に

参
画
し
て
か
ら
、
一
応
日
本
を
軸

に
し
た
美
術
史
の
学
習
を
始
め
、

必
要
な
個
別
研
究
詩
の
通
読
を
し

て
き
た
結
果
で
し
た
。

ク
ー
ル
ベ
さ
ん
、
東
京
湾
に
臨

む
私
た
ち
の
千
葉
県
立
美
術
館
で

は
、
公
立
地
域
美
術
館
と
し
て
次

の
三
点
を
資
料
収
集
の
重
点
に
あ

げ
て
い
ま
す
。
日
千
葉
県
佐
倉
市

で
成
人
し
、
日
本
近
代
洋
画
界
の

先
駆
的
巨
匠
と
仰
が
れ
て
い
る
浅

井
忠
と
そ
の
師
弟
や
周
辺
の
作
家

の
作
品
、
口
日
本
の
近
代
と
現
代

美
術
界
に
足
跡
を
残
し
た
千
葉
県

ゆ
か
り
の
作
家
ゐ
作
品
と
千
葉
県

に
ゆ
か
り
の
深
い
作
品
、
日
こ
う

し
た
日
本
の
作
家
に
関
連
が
あ
り

ま
た
影
響
を
与
え
た
外
国
の
作
家

の
作
品
、
な
ど
多
種
多
彩
な
対
象

を
、
歴
史
的
な
系
譜
や
価
値
を
傾

重
に
考
え
な
か
ち
所
蔵
作
品
の
充

実
と
個
性
化
を
急
い
で
い
ま
す
。

ク
ー
ル
ベ
さ
ん
、
幸
い
を
こ
と

に
は
こ
う
し
た
千
葉
県
立
美
術
館

の
方
針
の
基
礎
に
は
、
一
九
八
〇

年
四
月
一
日
か
ら
千
葉
県
美
術
品

取
得
基
金
条
例
が
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。
従
っ
て
歴
史
的
に
価
値
が

高
く
、
し
か
も
緊
急
を
要
す
る
作

品
の
取
得
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

あ
な
た
が
一
八
六
九
年
に
制
作
し

フ
ラ
ン
ス
の
画
商
デ
ユ
ラ
ン
・
リ

ュ
エ
ル
が
所
有
し
、
き
ち
に
あ
な

た
の
死
後
の
一
九
〇
六
年
か
ら
一

九
七
三
年
ま
で
ー
二
-
ヨ
ー
ク
の

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
収
蔵

さ
れ
て
い
た
「
雪
の
中
の
小
康
」

雪の中の小農(本館蔵)

●

を
一
九
八
一
年
一
月
に
購
入
し
た

の
も
こ
ん
な
環
境
で
の
こ
と
で
し

た
。
私
た
ち
は
昨
年
の
暮
れ
か
ら

「
眼
に
見
え
る
も
の
し
か
描
か
な

い
」
と
い
お
れ
、
現
実
の
社
会
や

風
景
に
美
を
認
め
、
平
凡
な
巷
間

の
事
象
や
壮
大
な
海
山
の
風
景
を

描
い
た
あ
な
た
の
画
業
が
、
私
だ

●

ち
の
千
葉
県
立
美
術
館
が
重
点
に

し
て
い
る
浅
井
忠
の
日
本
的
リ
ア

リ
ズ
ム
と
評
価
の
あ
る
現
実
の
農

村
や
漁
村
の
風
景
や
人
物
を
生
き

生
き
と
描
い
た
画
風
と
常
に
比
肩

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
浅

井
忠
の
近
代
的
画
業
の
性
格
を
国

際
的
に
理
解
し
評
価
す
る
上
で
あ

な
た
の
作
品
は
欠
か
せ
な
い
と
判

断
し
た
か
ら
で
す
。

ク
ー
ル
ベ
さ
ん
、
あ
な
た
は
自

作
の
「
雪
の
中
の
小
康
」
が
日
本

の
一
地
域
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
た

と
お
知
り
に
な
っ
た
ら
、
お
そ
ら

く
奇
異
を
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の
視
点
は
さ

き
に
あ
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
あ
な

た
の
画
業
が
私
た
ち
の
干
葉
県
立

美
術
館
の
シ
ン
ボ
ル
浅
井
息
と
関

連
が
深
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
し

か
も
い
ま
の
私
た
ち
は
動
物
風
景

だ
け
で
は
な
く
、
北
フ
ラ
ン
ス
の

エ
ト
ル
ダ
の
海
岸
で
描
い
た
海
京

ま
で
も
と
ひ
そ
か
に
期
待
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
の
芸
術
と
人
生
の

原
風
景
に
接
近
し
て
五
年
間
が
過

ぎ
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
あ
な

た
の
結
晶
に
直
接
出
会
う
こ
と
が

で
き
感
銘
を
深
く
し
、
改
め
て
「
ク

ー
ル
ベ
さ
ん
今
日
は
」
と
い
・
2
言

葉
で
作
品
歓
迎
の
意
を
表
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
こ
の
辺

で
ペ
ン
を
置
き
ま
す
。
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常
設

収
蔵
作
品
展

本
展
は
、
館
収
蔵
作
品
を
、
樋

時
、
展
示
替
え
を
行
な
い
な
が
ら

公
開
し
て
い
る
。
本
年
度
は
囲
月

二
十
五
日
㈹
か
ら
の
開
催
で
あ
る

が
、
特
別
展
、
螺
芸
術
祭
等
予
定

の
た
め
、
九
月
六
日
佃
で
一
時
終

了
し
、
昭
和
五
十
七
年
一
月
二
十

二
日
飴
か
ら
再
度
開
催
す
る
。
今

回
の
内
容
は
新
収
蔵
作
品
を
中
心

に
、
当
面
、
十
叩
作
家
、
三
十
八
点

を
展
示
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
資

料
コ
ー
ナ
I
を
設
け
、
写
真
や
パ

ネ
ル
な
ど
を
使
用
し
て
、
浅
井
忠

ーみる・かたる・つくる

石井拍車「聖フランチェスコ寺院」

の
畏
縮
の
.
端
を
時
代
を
追
っ
て

紹
介
し
て
い
る
。

展
示
作
家

展
示
作
家
は
、
明
治
か
ら
昭
和

に
及
ん
で
お
り
、
そ
の
他
、
外
国

作
家
で
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
写
実

主
我
の
代
表
的
画
家
ク
ー
ル
ベ
(
一

八
元
⊥
八
竜
)
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

作
家
を
順
次
紹
介
す
る
と
、
明
治

期
で
は
、
江
戸
の
佐
倉
藩
邸
で
生

ま
れ
、
日
本
近
代
洋
画
の
先
覚
者

と
し
て
多
大
な
功
績
の
あ
っ
た
浅

井
忠
(
天
美
-
元
号
)
が
挙
げ
ら
れ

る
。
近
年
ま
で
活
躍
し
た
作
家
で

は
、
浅
井
忠
に
学
び
、
二
科
会
、

日
本
水
彩
画
会
、
一
水
会
な
ど
で

主
要
な
位
置
に
あ
り
、
優
れ
た
美

術
評
論
も
多
く
残
し
た
石
井
柏
手

(
天
仝
「
一
生
六
)
、
ま
た
、
同
じ
く
浅

井
忠
の
措
導
を
受
け
、
二
科
会
、

一
水
会
な
ど
を
舞
台
に
、
写
実
絹

神
に
置
か
れ
た
作
鳳
で
、
現
代
洋

画
壇
を
リ
ー
ド
し
た
安
井
曽
太
郎

(
一
八
八
年
⊥
九
重
)
、
そ
し
て
帝
展
、

文
展
、
日
展
で
活
躍
し
、
国
内
外

各
地
を
描
き
続
け
た
日
展
会
員
で

日
本
画
林
美
術
協
会
代
表
の
棚
田

吾
郎
(
六
九
千
言
充
)
ら
が
い
る
。

さ
ら
に
、
松
戸
市
に
生
ま
れ
、
渡

鶴田吾郎「期日連峰」

頗
し
、
独
自
の
画
風
を
求
め
て
努

力
を
続
け
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ
な

が
ら
パ
リ
の
地
で
天
折
し
た
板
倉

鼎
(
一
九
〇
二
九
二
九
)
の
作
品
も
展
示

し
て
い
る
。
そ
の
他
、
水
彩
画
新

開
拓
の
中
心
的
存
在
と
な
り
、
近

代
的
造
型
性
に
富
ん
だ
作
品
を
描

い
た
中
西
利
雄
(
一
九
害
-
元
芙
)
と

小
堀
進
(
云
亨
三
宝
)
、
版
画
家
で

は
、
八
千
代
市
に
在
住
、
日
本
版

画
協
会
、
周
回
会
に
所
属
し
て
国

際
的
に
も
活
躍
し
、
独
自
の
木
版

画
の
世
界
を
築
い
た
星
壊
一
(
玉

子
完
売
)

の
作
品
を
展
示
し
た
。

現
在
活
擢
中
の
作
家
と
し
て
は
、

鶴
冊
吾
郎
の
息
子
で
川
端
艶
子
に

日
本
画
を
学
び
、
日
本
画
府
の
専

務
理
事
を
つ
と
め
、
同
展
に
作
品

発
表
を
行
な
っ
て
い
る
鵡
川
燕
(
一

九
一
一
千
)

の
ほ
か
、
本
県
在
住
の
作

家
囲
名
で
あ
る
。
船
橋
串
に
在
住

し
、
新
築
作
家
協
会
創
立
委
員
で

日
本
水
彩
面
会
会
員
の
熊
谷
文
相

(
五
言
-
)
、
両
用
高
に
在
住
し
、
現

代
の
裸
婦
腿
大
賞
な
ど
を
受
賞
し

た
松
溝
茂
雄
(
完
売
-
)
、
八
千
代
高

に
在
住
し
、
光
鳳
全
会
員
で
自
噴

持
運
な
ど
を
段
質
し
た
高
鱗
規
矩

冶
郁
(
元
三
十
)
、
習
志
野
吊
に
在
住

し
、
シ
ェ
ル
美
術
賞
腱
.
守
を
受

賞
し
た
久
保
本
彦
(
五
四
年
)
、
以
上

で
あ
る
。

展
示
内
容

●
油
彩
作
品

ク
ー
ル
ベ

「
雪
の
中
の
小
龍
」
 
、

石
井
植
字
「
老
大
々
」
「
聖
フ
ラ
ン

チ
ェ
ス
コ
寺
院
」
 
、
安
井
醤
太
郎

「
熱
海
附
近
し
、
鶴
田
吾
郎
「
蒙
古

の
女
」
「
朝
日
遵
峰
」
「
柵
夫
」
「
谷

川
岳
」
「
中
島
た
ち
」
「
山
神
」
「
お

山
の
鈴
音
」
 
、
板
倉
鼎
「
静
物
」
「
金

魚
」
 
、
熊
谷
文
相
「
佳
境
に
入
る
女

神
躊
師
」
 
、
松
溝
茂
雄
「
海
辺
の
裸

婦
」
 
、
高
橋
規
矩
治
郎
「
漁
船
」
、

久
保
木
彦
「
鉄
路
の
信
号
ボ
ッ
ク

ス
」

小堀造「霞ケ浦」

●
水
彩
作
品

浅
井
息
「
フ
ォ
ン
テ
ン
ブ
ロ
ー

の
森
」
 
、
石
井
柏
手
「
病
児
」
「
舟

に
居
る
人
」
 
、
中
西
利
雄
「
外
房
鳳

景
」
「
四
人
の
女
」
「
曇
り
日
の
離

宮
と
駅
」
 
、
小
堀
進
「
霞
ケ
浦
」

一

「
南
欧
の
丘
」
「
山
」
「
花
と
梅
」

3

中西利雄「四人の女」

●
版
画
作
品

星
襲
一
「
星
の
森
㈹
」
「
青
い
一

列
」
「
大
樹
」
「
枝
繁
る
㈱
」
「
枯
革

の
鳳
景
㈹
」

●
日
本
画
作
品

鮪
用
黙
「
夕
聴
」

●
彫
塑
作
品

浅
井
忠
「
お
福
の
像
」
「
幕
仙

人
像
」

●
工
芸
作
品

浅
井
息
「
額
蟹
合
戦
図
茶
器
」

「
同
付
皿
」
「
花
瓶
」

●
資
料

●
浅
井
忠
開
係
‥
日
記
、
教
科
語

等
出
版
物
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
、

絵
葉
書
、
図
案
、
写
真
、
そ
の
他



みる・かたる・つくる__

日
日ロ

紹
・介

援i〇〇

.工
需要基

購

入

星
製
一
作
「
星
の
森
(
大
)
」

(
昭
和
四
十
六
年
)
「
青
い
一
列
」

(
昭
和
五
十
一
年
)
「
大
樹
」
へ
昭

和
五
十
二
年
)

「
枝
繁
る
(
赤
)
」

(
昭
和
五
十
三
年
)

「
枯
草
の
鳳

景
(
B
)
」

(
昭
和
五
十
三
年
)

作
者
の
星
袈
一
は
、
大
正
二
年

二
九
一
三
)
新
潟
県
に
生
ま
れ

昭
和
五
十
四
年
(
一
九
七
九
)
六

月
六
十
四
歳
で
病
没
し
て
い
る
。

樹
木
を
繊
細
に
描
く
木
版
画
と

し
て
独
自
の
世
界
を
築
き
上
げ
、

日
本
内
外
の
数
多
く
の
版
画
展
に

入
選
、
受
賞
し
活
躍
し
た
。

亡
く
な
っ
た
年
の
十
一
月
に
出

版
さ
れ
た
「
星
製
一
自
選
作
品
集
」

の
冒
頭
に
、
星
は
白
身
の
作
品
と

星 蓑- 「害い一列」

創
造
の
変
遷
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。
「
は
じ
め
の
数

年
閲
は
い
わ
ゆ
る
抽
象
様
式
を
手

か
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
や
が
て

絵
は
誰
に
も
ま
ず
れ
か
っ
て
頂
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
反
省
か
ら

徐
々
に
抽
象
的
表
現
か
ら
離
れ
つ

つ
自
分
の
道
を
模
索
し
て
き
ま
し

た
」
 
。
四
十
二
歳
で
武
蔵
野
美
術

大
学
西
洋
画
科
を
卒
業
し
た
星
は

晩
成
の
版
画
家
の
道
を
歩
み
始
め

た
。
そ
の
頃
の
作
品
は
、
白
と
黒

を
主
と
し
た
抽
象
的
な
も
の
が
大

半
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
書
に
対
す

る
興
味
と
当
時
の
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク

ト
へ
の
流
れ
に
身
を
お
い
た
結
果

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ひ
と
つ
の

モ
チ
ー
フ
を
求
め
て
動
き
出
す
。

す
な
お
ち
、
「
何
を
描
く
か

(
何

を
言
い
た
い
の
か
)

-
何
か
あ

る
の
だ
が
は
っ
き
り
と
姿
を
現
れ

し
て
は
来
な
い
、
そ
の
漠
と
し
た

も
の
の
周
り
を
さ
ま
よ
っ
て
い
ま

す
う
ち
に
、
題
材
は
い
つ
か
一
つ

の
傾
向
を
と
っ
て
、
あ
る
時
期
か

ら
し
ば
ら
く
星
が
続
き
、
や
が
て

地
平
線
、
そ
し
て
い
ま
の
樹
木
の

し
ご
と
へ
と
移
っ
て
参
り
ま
し
た
」

と
述
べ
て
い
る
。
自
身
の
訴
え
や

祈
り
の
よ
う
な
も
の
が
:
水
道
な

モ
チ
ー
フ

ー
星
と
星
座
-
と

星 蓑-「大樹」

し
て
表
現
さ
れ
る
。
「
自
分
の
心

の
中
の
訴
え
や
祈
り
は
…
…
限
り

あ
る
い
の
ち
の
人
間
が
…
…
な
に

か
永
遠
の
あ
る
も
の
に
訴
え
か
け

る
お
け
で
し
て
、
こ
ん
ど
は
、
そ

の
祈
り
を
さ
さ
げ
て
い
る
ち
っ
ぽ

け
な
人
間
と
い
う
も
の
が
、
と
て

も
哀
し
く
、
お
ー
い
仲
間
と
呼
び

か
け
た
い
よ
う
な
…
…
人
間
へ
の

郷
愁
と
で
も
い
っ
た
も
の
を
感
じ

さ
せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
;

星
座
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

の
は
、
単
に
自
分
の
苗
字
か
ら
で

あ
っ
た
と
も
言
ね
れ
る
が
、
こ
の

郷
愁
は
、
さ
ら
に
樹
木
へ
と
展
開

さ
れ
て
い
く
。
「
最
近
の
題
材
で

あ
る
樹
木
に
つ
い
て
申
す
な
ら
ば

一
本
の
木
で
も
木
立
で
も
森
で
も

思
い
浮
か
べ
る
だ
け
で
胸
に
響
い

て
く
る
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
湧

き
上
が
る
心
象
を
樹
と
鳳
寮
に
つ

く
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
従
っ
て
、
特
定
の
、
あ
る

い
は
具
体
的
な
樹
を
描
く
わ
け
で

●

は
な
く
、
あ
く
ま
で
私
の
樹
に
他

な
り
ま
せ
ん
」
 
。
さ
ら
に
昭
和
五

十
一
年
正
月
号
の
〇
三
s
i
O
雪
山
に

「
名
木
や
巨
木
で
な
く
と
も
、
そ

こ
ら
の
ど
ん
な
木
に
も
心
に
通
う

も
の
は
あ
る
し
、
作
品
の
題
材
た

り
得
る
お
け
だ
け
れ
ど
も
、
や
は

り
星
霜
を
経
た
大
樹
を
前
に
し
た

感
動
は
格
別
で
あ
る
」
と
、
樹
木

へ
の
こ
よ
な
き
愛
を
記
し
て
い
る
。

樹
木
こ
そ
星
に
と
っ
て
自
分
の
訴

え
、
祈
り
を
表
現
す
る
最
適
な
モ

チ
ー
フ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
描
か
れ
る
樹
木
は
、
み

な
孤
独
で
あ
り
禁
欲
的
で
あ
る
。

こ
れ
は
画
面
で
余
分
な
も
の
を
思

い
切
っ
て
捨
て
き
っ
た
余
白
に
よ

る
も
の
と
思
ね
れ
る
が
、
同
時
に

そ
の
余
白
が
日
本
画
に
も
似
た
雰

囲
気
を
か
も
し
出
し
、
モ
チ
ー
フ

と
の
間
に
微
妙
な
緊
張
感
を
創
み

出
し
て
い
る
。

ま
た
星
の
木
版
画
は
、
燭
で
彫

り
口
を
ソ
フ
ト
に
仕
上
げ
る
独
創

的
な
技
法
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
地
色
と
し
て
置
か
れ
た
金

箔
等
も
星
の
画
面
を
特
色
付
け
て

い
る
。

静
寂
さ
の
中
に
漂
う
繊
細
な
抒

情
の
世
界
に
魅
了
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。*

*

*

な
お
、
前
年
度
購
入
の
新
収
蔵

作
品
は
本
欄
で
順
次
紹
介
し
ま
す
。

五
十
五
年
度
寄
贈
作
品

昨
年
度
次
の
資
料
が
寄
贈
ざ
れ

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
上
げ
ま
す
。

西
田
藻
氏
よ
り

高
橋
規
矩
治
郎
「
漁
船
」

久
保
木
彦
氏
よ
り

久
保
木
彦
「
鉄
路
の
信
号
ボ
ッ
ク

ス
」

㈱
日
本
フ
ラ
ン
コ
ニ
ー
よ
り

立
石
春
美
「
矢
が
す
り
の
娘
」

熊
谷
文
利
氏
よ
り

熊
谷
文
利
「
薬
を
飲
む
析
鵡
師
」

鶴
的
賎
民
よ
り

鶴
田
熊
「
夕
晴
」
他
一
点

小
瑚
昭
氏
よ
り

小
堀
進
「
花
と
海
」
「
セ
ー
ヌ
川
」

「
ロ
ン
ド
ン
の
朝
」
他
六
点

中
西
富
江
氏
よ
り

中
西
利
雄
「
外
房
風
景
」

鶴
田
賎
民
よ
り

鶴
田
吾
郎
「
憶
ひ
出
の
広
安
門
」

「
女
」
「
柚
夫
」
「
木
を
つ
く
る
」

「
富
士
山
」
「
朝
日
速
峰
」
「
鳩
の
巣

の
雪
山
」
「
谷
川
岳
」
他
四
十
二
点

木
村
賢
太
郎
氏
よ
り

木
村
賢
太
郎
「
海
」
関
係
資
料
二
鳥

河
村
一
夫
氏
よ
り

浅
井

忠
「
絵
葉
書
」
 
、
和
田
英
作

「
絵
葉
書
」
 
、
塚
本
描
㈹
“
水
彩
画
」

三
点
、
日
本
帝
国
海
外
旅
券
、
文

様
集
成
十
三
点
、
他
二
鳥
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日
本
の
現
代
彫
刻
の
ウ
ィ
ー

ク
ポ
イ
ン
ト
は
野
外
彫
刻
が
乏

し
い
こ
と
で
あ
る
。
最
近
、
よ

う
や
く
野
外
彫
刻
展
が
催
さ
れ

た
り
、
都
市
空
間
の
中
に
屋
外

彫
刻
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
は
な

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
外
国
に
比

べ
る
と
、
ま
こ
と
に
さ
び
し
い

状
況
で
あ
る
。

美
術
館
の
西
側
入
口
に
去
年

の
五
月
に
木
村
賢
太
郎
氏
の
制

作
に
な
る
「
海
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
石
彫
を
配
し
た
。
高
さ
三

・
一
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
約
十
ト

ン
の
白
い
花
こ
、
つ
岩
の
大
作
で

あ
る
。

作
者
は
本
館
の
依
頼
に
よ
り

海
に
面
し
た
美
術
館
に
ふ
さ
お

し
い
も
の
を
と
想
を
練
り
、
池

田
二
十
世
紀
美
術
館
に
続
い
て

周
辺
の
自
然
環
境
の
将
来
構
想

を
も
考
感
に
入
れ
て
一
年
が
か

り
で
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
。

見
る
方
向
と
角
度
に
よ
っ
て

い
ろ
い
ろ
と
変
化
に
富
ん
だ
展

観
が
で
き
る
。
鋭
い
切
り
込
み

と
ゆ
る
や
か
な
く
ぼ
み
の
連
続
、

な
め
ら
か
な
石
肌
の
中
に
彫
り

出
さ
れ
た
波
紋
標
は
テ
ー
マ
を

ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
に
十
分
で
あ

る
。臨

港
公
園
が
出
来
上
れ
ば
、

こ
こ
が
メ
ー
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に

な
る
だ
け
に
、
い
ず
れ
は
美
術

館
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
こ
と
だ

ろ
う
。

木
村
氏
は
一
九
五
二
年
、
東

京
芸
大
を
卒
業
、
そ
の
後
一
貫

し
て
石
彫
と
取
り
〈
み
、
古
典

的
な
彫
刻
や
単
な
る
オ
ブ
ジ
ェ

を
超
え
た
独
自
の
造
形
を
展
開

し
注
目
を
集
め
、
数
々
の
展
覧

会
で
受
賞
し
て
き
た
。
最
近
で

は
一
九
七
四
年
に
中
原
悌
二
郎

賞
の
優
秀
賞
に
選
ば
れ
て
い
る
。

氏
は
現
在
、
柏
市
に
ア
ト
リ

エ
を
構
え
制
作
活
動
を
続
け
て

い
る
が
、
本
館
に
は
駐
車
場
入

口
に
立
像
が
あ
る
ほ
か
、
正
面

玄
関
受
付
の
と
こ
ろ
に
一
九
七

五
年
制
作
の

「
う
ご
め
く
ト
ル

ソ
ー
Ⅵ
」
と
題
す
る
ほ
ほ
え
ま

し
い
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

(
安
増

順
)

こ
の
た
び
当
館
に
、
最
近
巨
匠

と
し
て
再
評
価
さ
れ
た
鶴
的
吾
郎

の
作
品
が
、
吾
郎
・
四
男
の
熊
氏

よ
り
多
数
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
四

月
二
十
五
日
㈲
よ
り
開
催
し
て
い

る
「
収
蔵
作
品
腺
」
に
そ
の
一
部

を
媒
示
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
、

御
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

鶴
田
吾
郎
は
、
明
治
二
十
三

年
生
ま
れ
、
十
五
歳
で
合
間

白
羊
の
門
下
生
と
な
り
、
後

に
白
馬
会
研
究
所
、
太
平
洋

画
会
研
究
所
で
中
村
鋒
・
中

原
悌
二
郎
・
広
瀬
戎
吉
・
長

沼
ち
ゑ
(
後
の
高
村
光
太
郎

夫
人
)
等
と
と
も
に
学
ん
だ
。

以
来
六
十
五
年
に
か
た
る
画

家
と
し
て
の
歩
み
の
中
で
、

大
半
は
写
生
の
旅
に
費
や
さ

れ
、
そ
の
行
動
範
囲
は
日
本

全
国
ば
か
り
で
な
く
、
ア
ジ

ア
、
ロ
シ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
ま
で
及
ん
だ
。

鶴
田
吾
郎
に
と
っ
て
絵
画
と

は
、
写
生
を
意
味
し
、
ミ
レ

I
の
よ
う
に
自
然
を
愛
す
る

こ
と
に
原
点
が
あ
っ
た
。
そ

し
て
そ
の
絵
画
的
真
価
は
、

対
象
物
の
息
吹
き
を
瞬
間
的

に
と
ら
え
た
デ
ッ
サ
ン
の
確

か
さ
に
あ
っ
た
。

特
別
展
入
館
料
を
免
除

■
今
年
四
月
一
日
よ
り
来
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
本
館
で
開
催
さ
れ

る
特
別
展
観
覧
に
降
し
、
次
の
該

当
者
は
入
館
料
が
免
除
さ
れ
る
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

1
身
体
障
害
者
手
帳
配
布
対
象
者

(
但
し
第
一
級
身
体
障
暑
者
に

つ
い
て
は
介
護
者
も
免
除
)

2
療
育
手
帳
配
布
対
象
者

3
博
物
館
利
用
促
進
事
業
協
力
校

で
あ
り
、
博
物
館
利
用
促
進
事

業
の
一
環
と
し
て
学
校
長
よ
り

申
し
込
み
を
受
け
、
教
師
の
引

率
の
下
に
観
覧
す
る
場
合

4
千
葉
県
発
行
「
長
寿
の
し
る
ぺ
」

配
布
対
象
者

○
但
し
1
、
2
、
4
の
場
合
は
入

館
の
際
当
該
手
帳
の
呈
示
を
求

め
る
も
の
と
す
る
。

○
な
お
、
当
日
手
帳
を
持
参
し
て

い
な
い
場
合
で
も
明
ら
か
に
該

当
す
る
と
思
お
れ
る
場
合
も
同

様
の
取
り
扱
い
を
す
る
。

獲
美
術
館
友
の
会
で
は
、
本
年
度

の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

な
お
詳
細
は
美
術
館
友
の
会
事

務
局
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

入
会
金

五
〇
〇
円

会
費
(
年
間
)
一
五
〇
〇
円

昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
付
で

次
の
職
員
が
異
動
し
ま
し
た
。

■
退
職
者

山
越
司
久
(
学
芸
課
)

袴
田
常
夫
(
学
芸
課
)

音
転
出
者

鵠
之
沢
康
雄
(
教
市
庁
文
化
課
へ
)

川
野

仁
(
教
育
庁
印
旛
地
方
出

張
所
へ
)

田
坂

浩
(
教
育
庁
文
化
課
へ
)

川
島
利
通
(
教
育
庁
文
化
課
へ
)

■
転
入
者

大
久
保

守
(
県
立
房
総
風
土
記
一

の
丘
よ
り
)

5

一
杉

徹
(
教
育
庁
福
利
課
よ
り
)
一

山
内
華
子
(
新
採
用
)

小
泉
幸
代
(
新
採
用
)

松
本

衝
(
嘱
託
)
四
月
九
日
付

退
職
、
転
出
者
の
労
を
ね
ぎ
ら

う
と
と
も
に
、
新
し
い
職
貝
の
今

後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

(
館

内

異

動
)

高
橋

瑛
(
普
及
室
長
よ
り
学
芸

課
長
へ
)

高
木
・
正
(
研
修
班
長
よ
り
普
及

室
長
へ
)
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◎
美
術
鑑
賞
の
旅
参
加
募
集

第
1
3
回
千
葉
県
立
美
術
館
友

の
会
バ
ス
旅
行
は
、
写
生
地
と

し
て
の
房
総
に
視
点
を
置
き
、

多
く
の
著
名
な
作
家
が
訪
れ
、

宿
泊
し
た
太
海
(
江
沢
館
、
仁

右
衛
門
島
、
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ

ー
)
や
そ
の
近
郊
を
巡
り
、
さ

ら
に
、
千
葉
県
立
総
高
博
物
館

を
訪
れ
、
美
術
、
歴
史
、
自
然

を
堪
能
す
る
機
会
で
あ
り
、
会

員
の
皆
さ
ま
相
互
が
親
睦
を
深

め
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

1
期
日

六
月
二
十
八
日

(
日
)
晴
雨
に
か
か
お
ら
ず

2
利
用
乗
物

観
光
バ
ス

(
2
台
の
予
定
)

3
募
集
人
員

百
名
程
度

4
参
加
費
三
千
円
(
予
定
)

5
見
学
地

江
沢
館
(
画
家

の
宿
)
、
仁
右
衛
門
島
、

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
、
誕

生
寺
、
千
葉
県
立
総
南
博

物
館

6
集
合

千
葉
相
互
銀
行
本

店
前
8
時
1
5
分
、
解
散

国
鉄
千
葉
駅
前
1
7
時
0
0
分

(
予
定
)

参
加
御
希
望
の
方
は
、
往
復

葉
書
で
六
月
二
十
日
(
土
)
ま

で
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

会
員
番
号
明
記
の
う
え
、
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り

次
第
締
切
り
ま
す
。
な
お
、
会

費
は
乗
車
の
際
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
洋
画
研
修
講
座

●
期
日

5
月
0
0
日
・
3
 
1
日

6
月
2
7
日
・
2
8
日

7
月
4
甘
口
・
5
日

●
講
師

武
内
和
夫
氏

●
定
員

0
0
名

◎
陶
芸
入
門
講
座

●
期
日

6
月
4
日
・
5
日

6
日
・
7
日

●
講
師

三
橋
実
作
氏

旗
山
光
ノ
介
氏

か
け
し
て
い
ま
す
本
年

技
詩
壇
に
つ
い
て
は
、

で
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
七
月
以
降
の

つ
い
て
は
、

計
画
を
す
す
め
て

で
、
確
走
次
第
、
館お度

掲
示
板
等
に
よ
り
お
知

る
予
定
で
す
。

◎
団

体

展
(
5
月
-

乙 ち’ま準講 〇
六
度

●
日
本
教
育
大
学
協
会
第

会
書
道
部
門
教
官
作
品

5
・
2
 
6
̃
5
・
3
 
1

●
第
4
回
一
陽
会
千
葉
支

お
知
ら
せ

●
定
員
-
釦
名

※
各
講
座
と
も
実
費
自
己
負
担

期
日
に
つ
い
て
は
、
や
む
を

得
ず
変
更
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
予
め
御
了
承
下
さ

い
。

申
し
込
み
は
、
各
講
座
と
も

往
復
葉
書
に
て
、
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

友
の
会
貝
は
会
員
番
号
明
記

の
う
え
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
電

話
等
で
研
修
班
に
お
問
合
せ

下
さ
い
。

※
皆
さ
ま
に
大
変
ご
迷
惑
を
お

6
・
2
̃
6

●

〔
l

●
第
1
 
2
国
表
美
展

6
・
2
・
l
・
6
○

○
l

●
千
葉
県
書
道
協
会
展

6
●
9
̃
6
●
1
 
4

●
新
枕
樹
社
千
葉
支
部
展

14

●
第
2
回
千
葉
全
壊

6
●
1
 
6
̃
6
●
2
 
1

3 2
-

18 14《 1312月28 2523 1816 104 3 月

館

●
第
5
四
壁
の
県
展

6
・
2
3
̃
6
・
2
8

●
第
4
回
精
鋭
展

6
●
2
3
-
1
●
5

●
干
葉
審
理
秀
抜
娯

6
・
0
0
̃
了
・
5

●
第
5
回
千
葉
美
術
シ

ウ
ム
展
&
青
枢
展

21

4

2311 3 月

上
野
の
森
美
術
館
事
務
局

長国
立
国
際
美
術
館
長

千
葉
市
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
一
名

柏
市
教
育
長
他
一
名

群
馬
県
文
化
事
業
団
文
化

部
三
名

福
島
市
長
他
二
名

福
島
県
い
ね
き
市
総
務
部

職
員
研
修
所
十
三
名

京
都
市
美
術
館
二
名

二
日
市
教
育
委
員
会
二
名

兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
一

名神
戸
新
聞
社
か
ら
作
品
借

用
の
た
め
来
館

郡
山
市
教
育
委
員
会
事
務

局
六
名

新
潟
市
教
育
委

員
会
一
名

千
葉
市
長
他
十
名
、
千
葉

市
民
腱
を
観
覧

松
山
市
教
育
委
員
会
次
長

松
山
市
立
子
規
記
念
博
物

館
二
名

清
真
会
同
人
二
十
三
名

友
納
武
人
衆
議
院
議
員

柏
市
教
育
委
員
会
二
名

●

3 2

4 3 月2815 4 月24

県
博
物
館
協
会
第
四
回
編

集
委
員
会

洋
画
基
礎
講
座
(
最
終
日
)

七
宝
焼
入
門
講
座

美
術
館
協
議
会

第
二
回
県
博
物
館
職
員
研

修
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

美
術
を
語
る
会
(
講
師

戸
田
健
夫
氏
)

洋
画
研
修
講
座
(
二
十
五
一

4

25 1月 28

日
ま
で
)

て
ん
刻
入
門
講
座

辞
令
交
付

離
着
任
式

友
の
会
役
員
会備


